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宇美町へようこそ
～宇美町のご紹介～

説明者
宇美町環境農林課

入江和美
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宇美町とは①・・・位置と地勢
１．宇美町の位置と地勢

宇美町は、福岡都市圏に属する糟屋郡

の町で、西は大野城市と福岡市、北西

は志免町、北は須恵町、東は飯塚市、

南は太宰府市と筑紫野市にそれぞれ隣

接しています。

地勢を見ると、東部は三郡山系、南

部は四王寺山塊の大城山に囲まれてお

り、町の面積（30.21㎢）のおよそ６割

を豊かな森林が占めています。

宇美町とは②・・・歴史とあゆみ
•宇美町の歴史は古く、西暦665年
に築城され、平成27（2015）年
に1350年を迎えた日本最古の古
代山城「国指定特別史跡 大野城
跡」をはじめ、近年、魏志倭人伝に
記事がある「不彌（ふみ）国」とし
て本町が注目される根拠となった
「国指定史跡 光正寺古墳」などの
史跡が多くあります。また、古事記
や日本書紀に、神功皇后が応神天
皇を出産された地を「宇美（産
み）」と呼ぶようになったという記
述があるように、安産の神様として
全国的に有名な宇美八幡宮があり
ます。

宇美八幡宮

大野城百閒石垣 光正寺古墳
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•明治21（1888）年に宇美村になり、大正9（1920）年10月に糟
屋郡で最初に町制を施行し宇美町となりました

•戦後しばらくは石炭産業が盛んになり、昭和33（1958）年には人
口22,936人まで増加しましたが、石炭産業の衰退に伴い、昭和
38（1963）年の三菱勝田鉱業所の閉山を境に炭鉱の町としての
歴史に幕を閉じ、人口も２万人を割るまで減少します

•昭和44（1969）年以降、道路整備が進むと、福岡市のベッドタウ
ン、軽工業地域として人口が増加し、平成元年には3万人を突破し
ました

•令和2年10月20日に町制施行100周年を迎え、次の100年に向
けて歩み出しました

年 次 世 帯 数 人 口 （人）
計 男 女

大正9年 2,585 11,979 6,188 5,791
大正14年 1,975 9,364 4,730 4,634
昭和10年 2,675 15,405 8,179 7,226
昭和20年 4,001 20,005 10,335 9,670
昭和30年 4,390 21,549 10,798 10,751
昭和40年 4,458 19,390 9,845 9,545
昭和50年 5,430 19,982 10,322 9,660
昭和60年 7,840 28,594 14,755 13,839
平成7年 10,614 36,728 18,486 18,242
平成17年 12,340 39,136 19,874 19,262
平成27年 13,119 37,927 19,098 18,829

一本松公園 河原谷の大つらら（難所ヶ滝）

平成27年度国勢調査

現在では、一本松公園（昭和の森）などの豊かな自然や宇美八幡宮・大野城跡などの歴史的・文化的資源を有しています。

令和4年9月末現在 人口 37,221人 世帯数 16,482世帯 住民基本台帳
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宇美町の農業について ～現状と課題～
・宇美町の総面積は30.21㎢であり、東部から南部にかけて筑紫
野山系が取り囲んでおり町土の約60%が豊かな森林で形成され
た地域である

・土地利用型農業を中心に米を基幹に野菜を取り入れた複合経
営が営まれている

・福岡市近郊（博多駅まで30分程度）にあるため都市化現象が
進み、農地転用に伴う農地面積の減少、兼業化が進み、農業後
継者の不足、高齢化等による経営規模縮小が進んでいる。また、
山間地域において鳥獣被害が多く発生している
（宇美町は農業振興地域、市街化調整区域がない）

■農家数

総数 第1種 第2種
昭和55年 376 - 12 364 24 340
昭和60年 343 - 23 320 14 306
平成2年 306 100 14 192 16 176
平成7年 267 96 15 156 11 145
平成12年 254 96 21 137 6 131
平成17年 215 103 15 97 5 92
平成22年 197 102 18 77 3 74
平成27年 175 83 20 72 1 71

資料:農林業センサス

（単位:⼾）

年次 総農家数 自給的農家 専業農家
兼業農家

■経営耕地面積

総数 田 畑 樹園地
昭和55年 200 178 17 5
昭和60年 191 174 12 5
平成2年 149 138 7 4
平成7年 118 107 7 4
平成12年 107 98 6 3
平成17年 78 71 5 2
平成22年 73 68 4 1
平成27年 68 64 4 0

資料:農林業センサス

年次
経営耕地面積

（単位:ha）
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薬用作物栽培について
～これまでの取組～

説明者
宇美町薬用作物生産部会

会⻑ 藤木 匠

「薬草栽培」による農業所得向上及び地域活性化対策事業

障子岳農区で農地を守っていきたい → 法人化の検討

問題点１ ①水稲のみでの経営困難（米価下落）
（全体的） ②現状の農業経営赤字

③補助金の廃止（米の生産調整）

問題点２ ①担い手不足、高齢化による農地の荒廃化
②鳥獣被害による作付け意欲の減退

（中山間部）③高齢者でも負担の少ない作物の検討
④価格変動が少なく付加価値の高い作物

平成28年2月『薬草栽培』の政策を提案【環境農林課】
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平成28年2月『薬草栽培』の政策を提案
・大学・研究所等打合せ ・製薬会社へ国産材料の提案
・薬草の種子入手ルート、栽培方法、販売先の模索

・ミシマサイコ、ヤマトトウキの試験栽培 ・4種類の薬用作物の栽培
・面積 2,000㎡程度 ・ヒュウガトウキの開発検討

①農業所得の向上 ②町の特産品 ③農地の有効利用促進 ④地域活性化

平成28年5月
『薬草』の試験栽培開始

平成28年4月
『化粧品の原材料』の

試験栽培開始

平成28年11月
薬草栽培を全町に拡大するため

農区⻑会で提案
平成29年度

化粧品の材料として納品

平成30年3月薬草
を直接製薬会社、

問屋へ販売
特産品及び6次
産業化の検討

化粧品原材料の
生産拡大

平成30年2月 宇美町薬用作物生産部会設立（7農区25名 栽培面積4,000㎡）

取組について ①農業所得向上
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取組について ②町の特産品
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令和3年度
宇美町にぎわいづくり事業

『宇美町の特産品を活用し
た地域活性化事業』を申請

40万円の事業費

うみまちハーブのアロマ
商品を開発

公共施設、小中学校、町立
保育園へ寄贈
テレビ取材等での宣伝

取組について ③農地の有効活用促進
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取組について ④地域活性化

宇美町薬用作物生産部会の思い・・・・

会長としての思い・・・・
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売上金の推移

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

売上金
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ご清聴ありがとうございました

宇美町へまたお越しください
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